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■ 心身ともに健康で明朗な生徒

■ 自主的に学習する生徒

■ 責任を重んじ協調性のある生徒
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新生徒会役員に聞きました…

９月16日（木）には生徒会立会演説会・選挙が行われ、新生徒会役員
が誕生しました。リモートで行った演説では、どの生徒も自分の主張を
しっかりと発信することできました。実質的には友垣祭の後、現生徒会
役員からのバトンを受け継ぐことになります。“生徒会で学校を変える”
これからの活躍に期待を込めて、新役員の抱負を掲載します。

「生徒全員が安心して楽しめる学校をつくる」コロナ渦の中、学校生活や行事などが制限され、今までとは違

う学校生活を送らなければなりません。まずはコロナの正しい知識や対策を知り、何もできないのではなく、何

ができるかを見つけて活動していきたいと思います。【会長：凌りくな(2-1)】

委員会活動をより活気のあるものにする。あいさつ運動だけではなく、日頃からあいさつを大切にし手本とな

れるようにする。コロナウイルスの影響でできることは限られているが、イベントなどを開催したい。役員とし

て１年間活動してきたので、その経験を生かして、よりよい学校づくりに貢献したい。【副会長：佐藤善生(2-3)】

明るくあいさつがしっかりできる学校にしたいです。そのために生徒会でやっている朝のあいさつ運動では元

気にあいさつし、みんなに呼びかけていきたいです。そして、学校を明るくするために、まずは学級、学年を明

るくしていき、その輪を広げていきたいです。【副会長：大原寧々(2-3)】

学級役員として活動してきた中でたくさんのことを学びました。次の行動をどうすればよいのか、こうすれば

もっと良くなるのではないか。そんな考えを意見として出せることが、よりよい学校になる一歩だと思っていま

す。自分のできることを精一杯やって、あいさつと笑顔はじける学校にしたいと思います。【書記：松崎 結(2-1)】

笑顔がたえない学校にしたいです。また、きちんとあいさつのできる学校にしたいです。そのために、私は、

積極的にあいさつしたり、笑顔で人に接したりしていきたいと思います。自分に与えられた仕事を責任をもって

行っていきます。【書記：工藤楓奈(1-2)】

僕は小原田中学校の生徒のみなさんの行事を楽しんでいる姿がとても心に残っています。おととしの友垣祭、

新入生のために開いてくださった新入生歓迎会、それらの行事に参加するみなさんの姿はとても楽しそうでした。

これからの行事でたくさんのアイディアを出し、行事を楽しむ、その基盤を作ります。【書記：平山 慶(1-2)】

登校するのが楽しいと思われるような明るい元気な学校にしていきたいです。具体的には、学校での一つ一つ

の行事を大切にしていき、困っている人などがいたら、助けられるようにします。また、元気な学校にしていく

には、朝のあいさつはもちろん、校外学習の時などにも力を入れて、この小原田中学校を活気づけていきたいで

す。最後まであきらめずにやりきる覚悟でいます。【会計：下重心杜(2-3)】

僕がやりたいことは、生徒が過ごしやすい明るい学校をつくることです。過ごしやすくするためには、意見箱

を設置し、生徒の意見や要望を聞きます。そして、一つ一つの意見を大切にして、よりよい学校づくりに努めま

す。また、明るい学校ということで、あいさつに力を入れ、一人一人が気持ちよく一日を過ごすことができるよ

うにします。【会計：石川琉也(2-2)】

あいさつに力を入れたいと考えています。爽やかなあいさつは一日を明るくしてくれます。また、コロナ渦で

様々なことが制限されている中でも、工夫して力を合わせて思い出に残る学校行事を実現させたいです。より明

るく楽しい中学校生活が送れるよう、生徒会役員として頑張ります。【会計：村上大介(1-1)】




